
 
リヨン領事事務所活動報告 『エクスレバン日本祭』特集  （平成 27年 6月 29日号【第 21号】） 
                                                 
６月１６日（木） 
 
●オープニングセレモニー                                           
 １６日のエクスレバンは、空の端に手が届きそうな曇天で時折強い雨が降る憂鬱なお天気の朝でした。それで
もセレモニーの開始時刻の１０時が近づくと奇跡的に雨がおさまり、お陽様が雲の合間から顔をのぞかし始めま
した。およそ２００名の来賓とエクスレバン市民が集まる中、エクスレバン市の日本庭園にて、ドミニク・ドー
ル市長のスピーチにより、在リヨン領事事務所とエクスレバン市が半年に亘り協議を重ねて作り上げた日本祭が
開幕いたしました。 
 オープニング式典で、小林所長は、エクスレバンを終の住処とされ、現役当時「サムライ外交官」と呼ばれて
いた小林智彦大使にまつわるエピソードを紹介し、故小林大使をはじめ、本日の日仏関係構築に御尽力なさった
方々に敬意を表するとともに、未来の世代にその先輩方の思いをつないでいきたいと述べました。式典会場とな
った日本庭園は、１９９７年フランスにおける日本年の機会に、小林大使の未亡人であるユゲットさんのお支え
により完成したものです。今回の式典では大使のお名前を頂戴し、この日本庭園を「小林園」と名付け、記念に
桜の木を植樹致しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

 

 

 



 
●裏千家流茶道のお点前 
 式典に続き、エヴルー由布子先生のお手前によるお茶会が厳かな雰囲気の中行われました。来客の皆さまも、
真剣な眼差しでそのお手前の妙技を見ておられました。お茶は、八女市の三田村統之市長から提供いただいた八
女産の最高級抹茶を使用しました。エクスレバン市のドミニク・ドール市長は、お茶会は初めての経験というこ
とでしたが、こくのある味わいの八女のお抹茶をしっかり堪能しておられ、お飲みになった後には左手でグッド
サインもされていました。 
 終了後、来客のお一人から、「フランス人が１００名も集まって、３０分間物音のひとつも立てず、静寂感と
この哲学的な雰囲気を共有しているなんて、生まれて初めて見た光景です」、という感想をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
●藤原道山×SINSKEコンサート 
 日本祭初日の夜は日本庭園横の Casino Grand Cercle にて、藤原道山及び SINSKE による「尺八×マリンバ」コン
サートが開催されました。「尺八とマリンバだけで、オーケストラのような多彩な響きを生み出す」という、二
人の思いがこもった、迫力のある音楽の世界にエクスレバン市民は酔いしれ、公演終了後はアンコールの喚声と、
スタンディングオベーションがいつまでも続きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 初日の様子は France 3のウェブサイトにビデオ付きで報道されているので是非御覧ください。 
                      
 
６月１７日（金） 
 
●日本映画「あん」上映会 
 市内の Cinema Victoriaでは映画「あん」が上映されました。上映前には服部晶氏による、映画の解説と河瀬直
美監督についての説明があり、日本映画にそれほどなじみのないフランス人の観客の方々にも、独特な撮影手法
や日本映画特有の静けさを存分に堪能していただくことができました。上映後には「あん」のストーリーにちな
んで、御来場された方々にどら焼きを味見していただきました。映画で見たばかりのお菓子を実際に食べられる
ということで、どら焼きを配る職員の前には長蛇の列ができていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

http://france3-regions.francetvinfo.fr/alpes/savoie/aix-les-bains/en-savoie-aix-les-bains-l-heure-du-festival-japonais-matsuri-1029027.html


 
６月１８日（土）、１９日（日） 
 
●日本の屋台 
       
* 日本祭 縁日（アソシエーション Ota’Sekai） 
* 八女茶の利き茶会・伝統工芸品展示会（協力：八女市、うなぎの寝床） 
* 日本観光案内（主催：Voyage et Tradition） 
* たい焼き café 
 
 小林園の横の屋外会場では屋台が軒を並べ、みなさまをお迎えいたしました。アソシエーション Ota’Sekai は
手作りの焼きおにぎり、チョコバナナやかき氷を提供。おにぎりの焼ける良いにおいが会場を包んでいました。
たい焼きは大変な人気で、長蛇の列ができていました。二日目は天気もよく、かき氷を食べて涼んでいる方も目
につきました。また、日本のお祭りに欠かせないヨーヨーつりなどの縁日や剣玉などの日本の遊びは、世代や国
籍を超えて人気で、剣玉においては、お子さんよりも熱中されている親御さんもいらっしゃいました。剣玉コー
ナーにいらしたお客様には、日本政府観光局パリ事務所から提供いただいた和風柄のうちわをおみやげとして差
し上げました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その目の前に設置された八女市の伝統工芸品展示会では、箱びながひときわ目を引き、たくさんのお客様にテ
ントを訪れていただきました。200 年の歴史がある伝統の織物・久留米絣や、線香の原料となる杉粉を昔ながら
の水車で挽いて作った杉の葉線香、八女の木工製品などほかの展示物も並び、多くの方が「これを売ってほしい！」
「どこに行けば買えるのか！」との声をあげておられました。テント脇では、八女茶の利き茶会を行い、農林水
産省の「地理的表示（ＧＩ）」に登録された玉露、高級煎茶、そしてほうじ茶の三種類を水出ししたものを飲み
比べていただきました。フランスでも広く親しまれている緑茶ですが、一般的にこちらで売られているものとの
味や香りの違いに、「これは本当にグリーンティーなのか」と聞かれる方もおられました。たくさん用意したお
茶も、予想以上のお客様の数ですぐになくなり、追加で用意する必要があったほどの人気で、二日間を通して約
５００人の方々にお茶を味わっていただきました。 
                         
                                    
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
       
●Lamartine ホール会場イベント 
* 盆栽デモンストレーションと展示 
* 生け花展示 
* ゲームコーナー（協力：バンダイナムコ・ヨーロッパ） 
* その他（漫画、剣道、居合道、折り紙教室など）      
 屋内の Lamartineホール会場は、フランスの盆栽クラブ、l’Académie de Bonsaï による１５０点の盆栽が入り口
すぐそばを埋め尽くし、緑あふれる和の空間に包まれました。さらに、埼玉県の松芳園三代目、赤沼祐司先生に
よる盆栽のデモンストレーションにおいては、盆栽が作り上げられていく過程を見つめる、観客の方々の真剣な
まなざしが印象的でした。また、エクスレバン草月流生け花協会による生け花展により、会場はより華やかに彩
られました。 
 
 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 
 会場奥は、バンダイナムコ・ヨーロッパ社の御協力によるゲームコーナーとなっており、Naruto やドラゴンボ
ールなど、日本だけでなく世界中で大人気のビデオゲームが並び、ゲームで遊びたい子供や大人で列が途絶えま
せんでした。 ほかに来場者の注目を集めたのが、会場内の特別ステージで行われたシャンベリー剣道クラブに
よる剣道の模範試合。観客は、目の前で繰り広げられる日本の武道の迫力と美しさを、息をのんで見守っていま
した。午後には同じステージで、ラファエル・マイヨさんによる折り紙教室が開催されました。マイヨさんの丁
寧な説明により、初体験の参加者も楽しみながら折り紙の基礎を学ぶことができました。また、炭アーティスト
梵彩の作品も展示しており、お客様の目を引いていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

 

 

 



 
６月１８日（土） 
●SACHIKO 琴音コンサート、パリ三線クラブコンサート 
 土曜日の晩にはカジノの Salon Victoria にて伝統和楽器によるコンサートがありました。先ず始めに美しい白の
着物で登場されたのは、プロの箏演奏家である、SACHIKO さん。皆釘づけになって、最後まで、豊かな箏の音と
卓越したテクニックに魅了されていました。そのあとに登場されたのが、沖縄の伝統楽器である三線を演奏する、
パリ三線クラブ。前半の箏とは打って変わった、さわやかな三線の音とよく伸びる素敵な歌声にどこか懐かしさ
を感じました。最後には皆立ち上がって、民謡に合わせてエイサーを踊り、大変盛況でした。 
  予定ではそこでお開きになるはずだったのですが、日本二胡振興会会長であり、二胡演奏家の武楽群先生の御
厚意により、二胡のソロ演奏と、箏と三線それぞれとの即興コラボレーションが実現しました。武先生は小林所
長の友人であり、偶然フランスを御旅行中であるところ、コンサート前日にもかかわらず、所長の提案に快諾頂
き、旅程を変更して、エクスレバンまでおいでいただきました。嬉しいサプライズに、終了後は拍手が鳴りやみ
ませんでした。日本祭ではありますが、日中友好の美しい形をエクスレバンの皆様にお見せすることができまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６月２０日（月） 
 
●日本食文化講座・蕎麦打ちデモンストレーション 
第１回１５：００、第２回１９：００ 
       
 今回の祭りの目玉イベントの一つ、日本食文化講座・そば打ちデモンストレーションには、パリより味の素ヨ
ーロッパ社の村上友子氏、また、はるばる東京から「駒形どぜう」六代目当主・渡辺孝之氏が駆けつけてくださ
いました。村上氏によるプレゼンテーションでは、ユネスコ世界遺産登録された「和食」について、とても細か
く説明していただきました。一汁三菜など日本独特の食文化や、時代とともに変遷し、多様化してきた日本食の
歴史には観客も興味深く耳を傾けていました。和食の基本を学んだあとは、和食の代表格である蕎麦を、観客の
目の前で打っていただきました。そば打ち名人の渡辺氏のユーモアあふれるお話とデモンストレーションに会場
は笑いが絶えませんでした。渡辺氏に打っていただいたそばは、試食として来場者に配られました。皆様、お箸
を使いながら美味しそうに蕎麦をすすっておられました。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
●日本映画「東京物語」上映会 
 金曜日の上映会に引き続き、服部晶さんによる解説で始まった上映会も、日本映画の名作ということもあり会
場は満席となりました。 
本映画の主題の一つは家族内関係であり、これは万国共通のテーマとして、異なる国や言語、時代背景であって
も共感の持ちやすく、皆様とても興味津々に鑑賞されていました。また、小津安二郎監督の代表作品でもあり、
トリュフォーやゴダールなどのヌーベルバーグ(Nouvelle Vague)に影響を与えた「東京物語」だけあって、世代を
越えた観客がお集まりになり、日本映画の真髄を満喫されておられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６月２１日（火）、２２日（水） 
 
●日本文化（書道、折り紙）アトリエ（協力：シャンベリー日仏協会）                       
 エクスレバン日本祭のラストには、「今まで見て楽しんだ日本文化を実際に自分で作ってみよう！」というこ
とで、シャンベリー日仏協会の御協力による日本文化アトリエが開かれました。エクスレバン市内の小学校の課
外授業も兼ね、約２００人の子供たちがアトリエに参加しました。一所懸命、自分の名前（カタカナと漢字）を
書く様子はとても喜ばしい光景でした。また、シャンベリー日仏協会からお持込いただいた、折り紙で作った毬
や動物、草花などの作品の精巧さには皆とても驚いていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 江頭副領事による教育広報では、日本の伝統文化だけでなく、最新の技術がたくさん紹介されました。特に、
自動駐輪場やロボットホテルなど、フランスをはじめヨーロッパでは馴染みのない技術には子供たちも歓声を上
げていました。帰り際に、VIZ Media ヨーロッパ社から御提供いただいたドラえもんのおもちゃを、おみやげと
して子供たちに渡しました。皆目を輝かして「Arigato!」と言っていました。最終日の２２日には、一般の方向け
のアトリエも開催され、本格的な書道と折り紙の教室に来客者が後を絶ちませんでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●主な報道ぶり 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（ニュースダイジェスト 2016 年 5月 5日版）  

 

 

 

（ル・ドフィネ・リベレ紙 2016 年 6月 9 日・14日版） 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（ル・ドフィネ・リベレ紙 2016 年 6 月 15 日版） 

 

 

 
（ル・ドフィネ・リベレ紙 2016 年 6 月 16 日版） 

 

 

 

（ル・ドフィネ・リベレ紙 2016 年 6 月 17 日版） 

 

 

（フランス 3 2016 年 6月 20日放映） 
 

 

 

 

     （ル・ドフィネ・リベレ紙  
      2016 年 6月 17 日・20 日版） 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【最後に】 
 エクスレバン日本祭は、《あそぶ・まなぶ・つながる》の３つのコンセプトを中心に準備されました。世界最
小在外事務所である在リヨン領事事務所だけでは到底成し得ず、エクスレバン市の強いイニシアチブがなければ
実現しませんでした。この場をお借りして、同市のドミニク・ドール市長及びそのスタッフの皆様に改めて心か
ら感謝致します。 
 文中でも述べましたが、１９９７年３月に他界された小林智彦大使の結ばれた絆が、約２０年の時を経て、新
たに私たちの手によって結び直されました。時代を越え、世代を越えて連綿として途切れることなく続いていく
日仏友好の火は、また、次世代に引き継がれました。         
 本行事に御協力頂いた全ての方に心から感謝を申し上げます。 

 
 
 

在リヨン領事事務所 一同 
 

 
 
（ル・ドフィネ・リベレ紙 2016 年 6月 22日版） 
 

 

 
 
（ル・ドフィネ・リベレ紙 2016 年 6月 26日版） 
 

 


